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外国人の医療と人権


























国籍人 口とい うことにな ります｡特徴的なのは,
韓国 ･朝鮮籍の方の数 とい うのはあまり増えて
いない一方で,フィリピンやタイ,ブラジル,








薄田 そ うですね｡おっしゃる通 り,この方
たちは労働力 として入 ってきたわけです｡ よく
























あるか とい うと,結局外国人に頼 らざるをえな
い｡この4県のもう一つの特徴は,4県 とも外






































薄田 そ うですね｡そうい う厳 しい職場で働














できなければ事故に遭 って しまい ます｡あるい
は ｢安全装置 を外 してい るか ら気 をつけろよ
な｣ と言われた ときに,分か っていないのに
｢はい,はい,わか りました｣ って簡単に言 う
んですね｡飲み込みが悪い と思われるとクビに
なるから｡ しか し,合法的に雇われていない と
い うことで,労働災害に外国人が遭 った時に何
が起 きたか とい うと,隠されて しまうんです｡
｢隠す｣のはどうい う仕組みか と言います と,
た とえば大 きな橋 を作るのは大手のゼネコンで
す｡でも大手のゼネコンは直接外国人を雇い ま
せん｡中請 けに出 して孫請 けに出 して,工務
店 ･親方が外国人を雇 って働かせているのです｡
外国人を雇 っていた とい うことがばれて しま
うと仕事がもうこない とい うことで,親方が事
故を隠 しちゃう｡それでそのまま強制退去 させ





そこで とかげの尻尾切 りがされて しまう｡そう
い う中で,NPOとか労働組合 とか,い ろい ろ
神奈川大学ロージャーナル 第 1号
な団体が相談 を受けて,そして私達の診療所に



















働者 と保障 されない B級労働者 とあった場合
に,景気が悪 くなったら,零細企業や潰れかか
った企業は, コス トのかか らない B級労働者









Kさんは大学病院に行 って ｢私は血 を吐 き








かったのです｡す ぐにひどい結核だ と分か りま
した｡このように,言葉がわからないために,
治療が遅れて しまうとい うことが一番多 く起 き
ます｡
とある県のけっこう大 きな病院に行 った方は,
劇症肝炎, しか も非常に危険な状態だ と診断 さ
れました｡その状態で ｢治療費が 100万円以上




い と困るので,国に帰 ったらどうですか｣ と言
われた とい うのです｡私たちのところに来た と
きにはもう肝臓が通常の4分の lくらいの大 き
さに縮んで しまっていました｡最初行 った病院





けれども亡 くな りました.病気 って早 く見つけ
れば何 とかなるんですけども,お金がない とい
うことで病院に行けない と, どん どん重 くなっ
て泥沼に入 って しまう｡この医療費の問題で,
病気が治せない とい う人 も多い｡
次のFさんは建設現場で突然胸が痛 くなっ
てすごく苦 しいけれども,病気だとい うことが











で,仕事を失 って しまうん じゃないか とか,病
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院から入管に通報 されたらもう仕送 りができな




な環境があるか どうか, とい うことも医療にか
































あ りました｡ しか し,そうすると結核患者が適
切な医療 を受けな くなった り検査を受けるべ き
人が隠れて しまい結核が蔓延 して しまいます｡
そこで,滞在資格があるかないかを問わない扱
いがされるようにな りました｡これによってよ












外国人が医療にかか りに くい とい うことが,疏
行に拍車をかけていると思 っています｡エイズ
の診療は,薬の飲み方が非常に難 しいので, ど










ずに, もうい よい よ死にそ うな状態になって初








発病 した時に病院は助けて くれるか とい うと,
神奈川大学ロージャーナル 第 1号
保険がある人は80%が治療 を継続 しています｡






















まり死んでないんです｡ ところがそ うい う制度
のない ところでは,何 と3分の2が亡 くなって
いるんですね｡助かる病気でこれだけの人が亡
くなっている｡でも,死人に口なし,ではない




























ら通訳 さんに払 う謝礼 もどん どん増えています｡
ところが県の外郭団体が,助成金がな くなった








料,患者負担なし, とい うことで した｡言葉の

















は問題解決 してきてい ますけど,多 くの急病に
ついては問題が解決できていません｡神奈川県
は,群馬,東京 とともに,外国人未払い医療費
の補填制度 とい うものを作 りました｡旅行者な
ど健康保険に入れない外国人が急病などによっ
て死んで しまった り何 らかの理由で医療費の支
払いができなかった場合に自治体が損失の一部
を補填するとい うものです｡ただ し,病院は1


































険は日本人 と同等に扱います とい う答弁をうけ








間5万件 も6万件 もありました｡そうい うこと
で,話が全然違 うじゃないか と逃げ出す女性が
いっぱいいたわけです｡このような女性の うち,
ある女性が 日本人男性 と知 り合 ってお子 さんを
もうけました｡ ところがこの子は,生まれた後
に旦那 さんが認知 した とい うことで, 日本国籍
ではありません｡子供はもう7歳 くらいで 日本
語 しか分か りません｡その うち男性が暴力を振
るうようになって,子供 を連れて婦人相談所に
逃げ込んだ ところ,｢緊急保護は します｡で も
あなたも子供 も外国籍, 日本の法律ではあなた
を保護 してあげることはできません｡ しばらく
した らあなたの国に帰 って ください｡｣ と言わ
れた｡これもしょっちゅうあることです｡警察
に行 った ところ,滞在資格がない とい うことで











護 されることがで きたんです｡けれ ども,たま
たま認知が出生後になると,それが駄 目なんで









だろうか とい うことも,ち ょっと考 えていただ
けた らと思い ます｡例 えば,夫に暴力 をふるわ
れて も,夫か ら逃げて婚姻関係 を解消すれば ビ
ザが延長で きず帰国せざるを得ない とい うこと
で,あざだらけになって も逃げ出すことがで き
ない女性たちもいます｡おか しなことだ と思 っ
ていて も外国人や社会的に非常に不利な立場に
ある人が裁判 をおこす とい うのはすごく大変な








がで きないために問題が改善 しない とい う話 を
しました｡ タイ国内では,2004年か らすべて
のエイズ患者が無料で治療がで きるような体制
になってい ます｡そこでい ま,エイズだ と分か
った人に,母国の病院やカウンセラーの情報 を
しっか りと渡す とい う活動 を, タイ大使館 と
NGOとのネ ッ トワークで行 ってい ます｡ この
運動で今 までに 12人の方が帰 り,11人が しっ
か り治療で きているそ うです｡これは医療機関
単独ではで きないけれ ど,公的な機関 とNGO
とトライアングルでやるとで きることです｡結
核の予防も,行政が単独で検診をや っていた時
には,1回に3,4人 しか来 なか った外国人検
47
診が,い まは行政 と私たち と通訳な どのNPO
とでや ってい るのですが,1回に 100人以上来
る, とい う状況になってい ます｡ さらに,この
検診 をやる時に,その地域の外国人 コミュニテ
ィの人に受付 とかをや ってもらいます｡すると
この人たちが病気の人 を病院に連れてい って く
れるとい うようなコミュニティ自身のサポー ト
のネットワークが育 ってい くとい うようなこと
が起 きてい ます｡ こうい ったネットワークを繋
いでい くとい うことが,一つのカギです し, こ
れか ら日本社会は流動化 してい くなかで,ここ





動機や, こうい う仕事 を続けてい くための信条
などを教 えて ください｡
溝田 法律の勉強 も- - ドです よね｡僕は同
じことかな と思 っています｡ 自分の技術がそこ
で活かせる,同時に自分の側にすごい大 きな学
びがあ ります｡それ ともうひとつ,この仕事 を
していると,い ろいろな人たち と一緒に働 く中




で きるのか とい う問題意識 を持 ってい ます｡ ど
うい うニーズがあるか具体的にお聞かせいただ
ければ と思い ます｡
津田 法律の専門家がいない と,い ざ複雑な
ケースがきた時に闘えない とい うことがあ りま
す｡ですか らNPOに対 して法律の専門家がア
ドバイスをするとい うのは とて も有効です し,






じゃないか と思います｡ を,これを機会に考えていければ と思います｡
司会 たいへん興味深いお話を伺 えた と思い 津田先生,ありが とうございました｡
ます｡われわれ法律家はどうい う形でこうい う
問題に取 り組んでい ったらいいのか とい うこと (2006年6月3日)
